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○○の場所だから… 

○○のような自然を目指すには… 

○○をしましょう… 

○○が必要です… 

エコロジカル・プランニング手法の応用 

この手法は、2000年の「日本国際賞（国際科学技術財団）」の都市計画部門を受賞し

た、エコロジカル・プランニング手法を使っています。 

自然の持つ豊かな潜在的能力を活かす「生態学的都市計画」の理論的方法を構築すると

共に、適正な土地利用の評価と利用の制約条件を導く具体的手法を提案しています。 

創設者の故 Ian L. Mcharg 氏は弊社の設立にも関与し、弊社はこの手法を我が国にお

いて1974年より実践しています。 



 
 
 
 
 
 

再 生 
 

● 本来の自然の特徴を活かすこと 

● 管理が容易で無理のない改変をすること 

● 目的のある分かりやすい再生を行うこと 

管 理（協働を前提として） 
 

● 自然の動きや流れを理解し活用すること 

● 管理の目的や理由をはっきり伝えること 

● 進行の管理状況を明らかにすること 

イメージ編 
 


